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第２回議会報告会
24年度決算認定特別委員会報告
議員14人が町の施政を問う
各常任委員会が視察研修を報告

美咲町HPアドレス　http://www.town.misaki.okayama.jp/index.htm
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美咲町議会　報告会を開催
平成25年８月20日～22日

Q　
議
会
基
本
条
例
の

制
定
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
。
成
果
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

A　
議
会
の
資
質
向
上

を
目
的
に
条
例
を
制

定
し
た
。
目
に
見
え
る
成

果
が
出
せ
る
よ
う
に
取
り

組
み
ま
す
。

Q　
道
州
制
反
対
の
意

見
書
は
有
意
義
だ
っ

た
。A　

具
体
的
な
説
明
が

な
い
ま
ま
の
道
州
制

は
全
国
議
長
会
で
も
反
対

を
議
決
し
て
い
ま
す
。

を
神
戸
物
産
に
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

Q　
北
地
区
の
公
会
堂

は
屋
根
の
塗
り
替
え

が
必
要
だ
が
、
多
額
の
費

用
が
か
か
る
。
集
会
所
の

整
備
に
対
す
る
町
の
対
応

強
化
の
検
討
を
願
い
た
い
。

A　
議
会
と
し
て
も
現

状
を
理
解
し
て
執
行

部
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

〈
美
咲
町
役
場

　
　
　
　

第
２
分
庁
舎
〉

�

（
参
加
者
23
人
）

Q　
「
加
美
小
学
校
校

門
～
駐
車
場
間
道
路

拡
幅
」「
西
幸
地
区
排
水
路

改
良
」「
町
道
原
田
笠
尾
線

道
路
拡
張
」「
町
道
大
せ
ん

宝
珠
庵
線
待
避
所
設
置
」

「
町
道
西
幸
後
線
道
路
拡

張
」
な
ど
地
区
か
ら
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
案

件
に
つ
い
て
解
答
を
。

A　
執
行
部
に
確
認
を

取
り
、
速
や
か
な
回

答
を
依
頼
し
ま
す
。

〈
旭
町
民
セ
ン
タ
ー
〉

�

（
参
加
者
45
人
）

Q　
富
田
教
育
福
祉
振

興
基
金
の
残
額
は
。

今
後
の
活
用
方
法
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
基
金
残
高
は
３
，２

６
６
万
円
。
今
後
の

活
用
は
審
議
会
で
検
討
さ

れ
ま
す
。

Q　
県
道
・
町
道
な
ど

旭
地
域
の
道
路
は
他

地
域
の
道
路
に
比
べ
て
非

常
に
狭
い
。
今
後
の
対
策

は
。A　

国
道
・
県
道
整
備

促
進
期
成
会
で
国
に

予
算
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
時
間
は
か
か
る
が
順

次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
明
日
香
カ
ン
ト
リ

ー
の
跡
地
に
計
画
さ

れ
て
い
る
養
鶏
場
の
説
明

会
は
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
。

A　
水
が
確
保
で
き
れ

ば
説
明
会
が
開
か
れ

る
予
定
だ
が
、
早
期
開
催

Q　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
の
中
に
あ

る
道
路
維
持
管
理
費
は
不

公
平
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　
高
齢
化
を
念
頭
に

入
れ
た
対
策
を
一
般

質
問
な
ど
で
も
申
し
入
れ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〈
美
咲
町
中
央
公
民
館
〉

�

（
参
加
者
９
人
）

Q　
打
穴
小
学
校
跡
地

利
用
の
現
状
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
開
成
の
園
が
利
用

す
る
話
が
あ
っ
た
が
、

県
と
の
協
議
の
結
果
見
送

ご
意
見
Ｑ
＆
Ａ

　

美
咲
町
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
第
２
回

美
咲
町
議
会
報
告
会
を

町
内
５
会
場
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
方
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
会
と
し
て

執
行
部
に
伝
え
、
速
や

か
な
対
応
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
、
今

後
の
町
行
政
に
ど
の
よ

う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か

委
員
会
や
一
般
質
問
な

ど
で
執
行
部
と
議
論
し

て
い
き
ま
す
。

　

各
会
場
で
頂
い
た
ご

意
見
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

議
長あい

さ
つ貝阿彌 幸善

旭町民センター
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っ
と
厳
し
い
指
導
が
で
き

な
い
か
。

A　
空
き
家
管
理
条
例

で
対
応
し
て
い
る

が
、
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
難
し
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。

Q　
農
協
飯
岡
支
所
が

閉
店
。
各
地
区
で
店

舗
の
廃
業
が
進
ん
で
い

る
。
地
域
の
凋

ち
ょ
う
ら
く落は
目
に

余
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
な
ど
他
市
に
見
習
っ
た

有
効
な
活
性
化
策
を
考
え

る
べ
き
。

A　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
だ
け
で
は
カ
バ
ー

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
地
域
で
も
住
民
の

安
全
・
安
心
に
向
け

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
多

様
な
視
点
を
持
っ
て
事
業

を
進
め
て
ほ
し
い
。

A　
地
域
の
歴
史
を
見

つ
め
直
し
、
地
域
と

行
政
と
議
会
が
協
力
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

〈
柵
原
文
化
セ
ン
タ
ー
〉

�

（
参
加
者
43
人
）

Q　
空
き
家
が
放
置
さ

れ
荒
れ
て
い
る
。
も

で
き
な
い
部
分
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
頂

き
な
が
ら
地
域
お
こ
し
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

Q　
中
学
一
年
生
対
象

の
学
力
テ
ス
ト
は
最

下
位
。
今
後
の
対
応
は
。

A　
教
育
委
員
会
・
学

校
も
対
策
を
図
り
議

会
も
提
案
し
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

Q　
既
存
の
民
間
交
通

網
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
広
域
交
通
網
の
効

率
化
を
。

A　
周
辺
市
町
と
も
連

携
し
な
が
ら
効
率
化

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
の
利
便
性
向
上
を
第

一
に
協
議
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

〈
北
和
気
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〉

�

（
参
加
者
11
人
）

Q　
自
主
財
源
21
％
で

職
員
の
人
件
費
も
賄

え
な
い
状
態
で
、
町
民
へ

こ
ん
な
に
補
助
金
を
出
し

て
も
良
い
の
か
。

A　
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
支
出
の
見
直
し

は
当
然
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Q　
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
な
ど
末
端
に
来
る

部
分
は
も
っ
と
増
や
し
て

ほ
し
い
。

A　
区
長
協
議
会
な
ど

の
中
で
十
分
な
議
論

が
尽
く
さ
れ
る
べ
き
課
題

で
あ
り
ま
す
。

Q　
議
員
定
数
見
直
し

の
方
向
性
は
出
て
い

る
の
か
。

A　
議
会
改
革
特
別
委

員
会
で
議
論
を
進
め

て
い
ま
す
。

Q　
み
さ
き
ネ
ッ
ト
が

完
全
普
及
し
た
と
き

に
は
多
目
的
利
用
が
叫
ば

れ
て
い
た
。
独
居
老
人
の

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
上
げ
た
利

用
を
考
え
て
い
く
時
期
で

は
な
い
か
。

A　
技
術
的
に
可
能
か

ど
う
か
を
確
認
し
た

上
で
の
判
断
と
な
り
ま
す

が
、
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
進
め
る
べ
く

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

美咲町役場第２分庁舎

柵原文化センター
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一
般
会
計
へ

６
億
８
，９
０
０
万
円

の
増
額
を
可
決

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
に

６
億
８
，９
０
１
万
円
を

増
額
し
て
総
額
を
１
１
２

億
１
，５
９
５
万
円
と
し
、

23
特
別
会
計
歳
入
歳
出
に

合
計
２
億
６
，０
４
３
万

円
を
増
額
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
、
23
特
別
会

計
と
も
に
全
会
一
致
で
可

決
、
承
認
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
入
】

☆
地
方
交
付
税

�

３
億
５
，４
４
５
万
円

☆
繰
入
金

�

△
４
億
円

☆
繰
越
金

�

７
億
３
，３
４
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★�

基
金
積
立
金

�

２
億
９
，０
０
０
万
円

★
道
路
新
設
改
良
費

�

５
，５
６
５
万
円

★
加
美
小
学
校
改
修
費

�

１
，７
０
０
万
円

★
公
債
費

�

１
億
３
，０
１
１
万
円

★
災
害
復
旧
事
業
費

�

４
，０
２
０
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

※�

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
な
ど
23
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
繰
越

金
の
確
定
な
ど
に
よ
る

事
業
費
の
調
整

補
正
予
算

　
消
費
税
の
複
数
税
率
導

入
と
新
聞
へ
の
軽
減
税

率
適
用
に
関
す
る
請
願

（
紹
介
議
員
：
山
本
宏
治
）

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

岡
山
県
朝
日
会

　
　
　

会
長　

村
上
英
之

　

消
費
税
増
税
が
確
定
し

て
い
な
い
段
階
で
は
判
断

が
難
し
く
賛
成
多
数
で

※ 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

少
人
数
学
級
の
推
進
な

ど
の
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
１
４

年
度
政
府
予
算
に
か
か

る
意
見
書
採
択
の
請
願

（
紹
介
議
員
：
岩
野
正
則
）

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

少
人
数
学
級
は
、長
所
、

短
所
が
あ
る
。
国
庫
負
担

制
度
の
復
元
は
必
要
で
あ

り
賛
成
多
数
で 

趣
旨
採

択 

と
し
た
。

森
林
吸
収
源
対
策
お
よ

び
地
球
温
暖
化
対
策
に

関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
の
た
め
の
意
見
書
採

択
に
関
す
る
陳
情

［
総
務
常
任
委
員
会
付
託
］

　

全
国
森
林
環
境
税

　

創
設
促
進
議
員
連
盟

　
　
　

会
長　

板
垣
一
徳

　

今
少
し
調
査
・
研
究
の

必
要
が
あ
る
た
め 

継
続

審
査 
と
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る

陳
情

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

津
山
農
業
協
同
組
合

請
願
・

陳
情
・
要
望

　

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

9月
定例会
の報告

　定例会が招集され、25年度
一般会計など補正予算25件、
条例３件、24年度決算、報告
２件、請願・陳情・要望８件
の議案が上程された。

9月10日から
9月27日まで

　
　

組
合
長　

最
上　

忠

　

農
業
を
は
じ
め
と
し
た

地
域
産
業
を
守
る
た
め
に

は
明
確
な
交
渉
方
針
の
制

定
は
重
要
で
あ
り
、
全
会

一
致
で
※ 

採
択 

と
し
た
。

自
然
・
環
境
学
習
の
体

験
・
研
修
の
場
所
の
整

備
、
竹
を
資
源
と
し
て

活
用
、
耕
作
放
棄
の
棚

田
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
の
陳
情

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会

付
託
］

　

千
年
の
森
作
り

　

グ
ル
ー
プ

　
　
　

代
表　

浦
島
文
男

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
敬

意
を
表
し
、
全
会
一
致
で

 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

国
・
県
に
対
し
て
『
私

学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
』
の
提
出
を

要
請
す
る
陳
情

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

私
学
へ
の
支
援
、
配
慮

は
十
分
行
っ
て
お
り
全
会

一
致
で 

不
採
択 

と
し
た
。

「
社
会
の
支
え
手
」
を

実
践
す
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

の
要
望

［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

今
後
も
、
会
員
皆
さ
ん

の
知
恵
と
経
験
を
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
く
全
会
一

致
で 

趣
旨
採
択 

と
し
た
。

平
成
25
年
度
お
よ
び
平

成
26
年
度
理
科
教
育
設

備
整
備
等
に
関
す
る
要

望［
民
生
教
育
常
任
委
員
会

付
託
］

　

理
科
教
育
振
興
法
な

ど
、
今
一
度
調
査
・
研
究

し
た
い
た
め 

継
続
審
査 

と
し
た
。

※�

趣
旨
採
択
と
は
、
趣

旨
に
賛
同
す
る
こ
と

※�

採
択
と
は
、
具
体
化

さ
せ
る
た
め
に
働
き

か
け
る
こ
と
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議
員
発
議

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

関
す
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
は
、
農
業
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
産
業
、
食

の
安
心
安
全
、
医
療
、

保
険
な
ど
を
衰
退
さ
せ

国
の
根
幹
を
揺
る
が
す

恐
れ
が
あ
る
。
政
府
の

交
渉
方
針
を
明
確
に
示

し
、
脱
退
も
辞
さ
な
い

毅
然
と
し
た
対
応
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
内
容
を
強
く
求

め
る
意
見
書
を
日
本
政

府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

消
費
税
の
複
数
税
率
導

入
と
新
聞
へ
の
軽
減
税

率
適
用
に
関
す
る
請
願

に
対
す
る
討
論

　

消
費
税
の
増
税
に
際
し

て
は
弱
者
、
低
所
得
者
に

対
し
て
の
配
慮
が
重
要
。

し
か
し
、
現
段
階
に
お
い

て
そ
の
議
論
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　

弱
者
対
策
の
議
論
を
活

発
化
さ
せ
る
意
味
に
お
い

て
、
こ
の
請
願
を
採
択
し

た
上
で
国
に
対
し
て
意
見

書
を
送
付
す
る
べ
き
で
あ

る
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
８

％
へ
の
消
費
税
増
税
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

確
定
し
た
も
の
で
は
な

討
　
論

い
。
ま
た
、
法
人
税
引
き

下
げ
の
話
も
に
わ
か
に
浮

上
し
て
お
り
、
も
う
少
し

状
況
を
見
守
る
必
要
が
あ

る
た
め
趣
旨
採
択
に
賛
成

す
る
。

■�

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
趣
旨
採
択
と
し

た
。

組合議会の報告組合議会の報告組合議会の報告
組合議会とは、行政上の目的別に他の市町村と共同で事務処理を行い、
目的の事業を効率的に行う団体組織

柵
原
吉
井
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合

（
吉
井
川
荘
）

（
赤
磐
市
、
美
咲
町
）

　

10
月
21
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
２
，３
２
６
万
円

な
ど
２
議
案
を
審
議
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域

西
部
衛
生
施
設
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

10
月
23
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
議
長
に
左
居
氏

（
美
咲
町
）、
副
議
長
に
沖

田
氏
（
鏡
野
町
）、
監
査
委

員
に
岡
安
氏
（
津
山
市
）

を
選
任
し
た
。
24
年
度
決

算
認
定
、
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
８
６
７
万
円

の
２
議
案
を
審
議
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

勝
英
衛
生
施
設
組
合

（
美
作
市
、西
粟
倉
村
、

勝
央
・
奈
義
・
美
咲
町
）

　

10
月
30
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
議
長
に
萬
代
氏

（
美
作
市
）、
副
議
長
に
日

笠
氏
（
勝
央
町
）、
監
査
委

員
に
下
山
氏
（
美
咲
町
）

を
選
任
し
た
。
24
年
度
決

算
認
定
、
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
７
４
５
万
円

の
２
議
案
を
審
議
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。

津
山
圏
域衛

生
処
理
組
合

（
津
山
市
、
鏡
野
、
美

咲
町
）

　

10
月
23
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
議
長
に
岡
田
氏

（
津
山
市
）、
副
議
長
に
長

石
氏
（
鏡
野
町
）、
監
査
委

員
に
山
本
氏
（
美
咲
町
）

を
選
任
し
た
。
24
年
度
決

柵
原
吉
井
英
田

火
葬
場
施
設
組
合

（
美
作
市
、
赤
磐
市
、

美
咲
町
）

　

10
月
21
日
、
定
例
会
を

開
催
し
、
24
年
度
決
算
認

定
、
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
97
万
円
な
ど
２
議

案
を
審
議
、
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。

林
田
議
員

賛
成

小
林
議
員

賛
成

左
居
議
員

賛
成

山
議
員

賛
成

延
原
議
員

賛
成

形
井
議
員

賛
成

松
田
議
員

反
対

岩
野
議
員

反
対

金
谷
議
員

反
対

江
原
議
員

賛
成

三
船
議
員

賛
成

松
島
議
員

賛
成

下
山
議
員

賛
成

山
本
議
員

退
席

岡
田
議
員

賛
成

反
対
討
論

　
　
　
松
田
英
二
議
員

賛
成
討
論

　
　
　
三
船
勝
之
議
員

算
認
定
、
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
１
，３
５
５

万
円
な
ど
２
議
案
を
審
議
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

※�

山
本
議
員
は
、
請
願
の

提
出
者
の
た
め
退
席
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交
通
弱
者
へ
の

対
策
事
業
費
に
７
５
０
万
円

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
７

件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１

件
、
要
望
２
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
予
算
は

承
認
、請
願
は
趣
旨
採
択
、

陳
情
は
不
採
択
、
要
望
１

件
は
趣
旨
採
択
、
１
件
は

継
続
審
査
と
し
た
。

　

な
お
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

○�

法
然
上
人
の
母
を
顕
彰

す
る
公
園
の
用
地
買
収

費
は
認
め
る
が
、
今
後

の
整
備
費
は
極
力
交
付

金
・
補
助
金
を
財
源
と

し
、
整
備
後
は
地
元
管

理
と
す
る
こ
と
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
健
康
増
進
課
】

問　
視
察
し
た
長
野
県

松
川
町
の
よ
う
に
、

消
防
団
員
の
健
診
を
本
町

で
も
行
う
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

答　
若
い
頃
か
ら
の
健

康
意
識
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

【
住
民
課
】

問　
留
町
奨
励
金
は
、

新
卒
後
、
ア
ル
バ
イ

ト
の
人
で
も
申
請
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
自
営
業
は
申
請
で

き
る
が
、
ア
ル
バ
イ

ト
は
確
認
が
と
り
に
く
く

難
し
い
。

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
を
受
け
た
予
算
９
件
、

条
例
３
件
、
請
願
１
件
、

陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
予
算
・
条
例

は
承
認
、
請
願
は
趣
旨
採

択
、
陳
情
は
継
続
審
査
と

し
た
。

　

な
お
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

○�

補
正
予
算
説
明
書
の
内

容
が
不
十
分
。
今
後
は

明
瞭
な
説
明
内
容
を
求

め
る
。

○�

町
有
バ
ス
車
庫
の
建
設

場
所
に
つ
い
て
、
配
置

を
再
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
総
務
課
】

問　
消
防
機
庫
の
下
水

道
接
続
は
早
急
に
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
予
算
が
確
保
で
き

れ
ば
早
期
に
整
備
し

た
い
。

【
企
画
財
政
課
】

問　
駐
輪
場
整
備
費
２

５
０
万
円
は
何
を
す

る
の
か
。

答　
現
在
の
駐
輪
場
に

幅
９
ｍ
の
屋
根
を
増

設
す
る
。

【
情
報
交
通
課
】

問　
地
域
公
共
交
通
事

業
費
７
５
０
万
円
の

総
務
常
任
委
員
会
報
告

内
容
は
。

答　
今
回
交
通
弱
者
が

多
い
旭
地
域
限
定
で

試
行
す
る
。

　

西
川
タ
ク
シ
ー
㈱
と
契

約
し
、
通
院
・
買
い
物
な

ど
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
片

道
１
，０
０
０
円
の
個
人

負
担
で
利
用
で
き
る
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

亀
の
甲
駅
前
消
防
施
設

建
設
予
定
地
（
原
田
）

☆
自
転
車
駐
輪
場（
原
田
）

☆�

町
有
バ
ス
車
庫
建
設
予

定
地
（
緑
花
公
園
）

を
視
察

加
美
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に

１
，７
０
０
万
円

民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告

バス車庫の位置は適当か？

必要に迫られる町営住宅の改修
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災
害
復
旧
事
業
費

４
，０
０
０
万
円
を
計
上

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
を
受
け
た
予
算
11

件
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
予
算
は

承
認
、陳
情
１
件
は
採
択
、

１
件
は
趣
旨
採
択
と
し
た
。

　

な
お
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
意
見
を
付
し
た
。

○�

近
年
の
異
常
気
象
は
脅

威
で
あ
る
。
大
雨
に
よ

る
災
害
防
止
策
の
検
討

と
被
災
者
支
援
策
の
強

化
を
図
る
こ
と
。

■
主
な
質
疑
応
答

【
上
下
水
道
環
境
課
】

問　
下
水
道
計
画
の
区

域
外
に
家
が
新
築
さ

れ
た
場
合
、
下
水
道
整
備

は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
汚
水
管
を
延
長
さ

せ
て
宅
内
ま
で
迎
え

に
い
く
こ
と
に
な
る
。

【
産
業
観
光
課
】

問　
亀
甲
駅
舎
、
鉱
山

公
園
、
三
休
公
園
の

修
繕
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
全
て
指
定
管
理
に
委

託
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
か
。

答　
基
本
的
に
修
繕
費

用
が
10
万
円
を
超
え

る
も
の
は
町
が
負
担
す
る
。

【
建
設
課
】

問　
今
年
度
発
生
し
た

災
害
の
件
数
と
復
旧

金
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

答　
現
在
の
概
算
で

は
、
公
共
施
設
が
60

件
で
１
億
２
，２
５
１
万

円
、
農
林
関
係
が
93
件
で

９
，３
９
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

◇
参
考
人
招
致

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
て

津
山
農
協
組
合
長
最
上

忠
氏
を
招
致
し
た
。

　

本
年
６
月
13
日
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
情
報
番
組
「
あ
さ
イ

チ
」
で
美
咲
町
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
以
降
、
全
国
か

ら
注
目
を
浴
び
、
11
の
市

町
村
議
会
よ
り
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
視
察
・
研

修
に
延
べ
81
人
の
議
会
関

係
者
が
来
町
さ
れ
た
。

○
鳥
取
県
日
吉
村
議
会

○�

島
根
県
隠
岐
の
島
町
議

会
○
宮
崎
県
日
南
市
議
会

○
長
野
県
松
川
町
議
会

○
長
野
県
坂
城
町
議
会

○
徳
島
県
神
山
町
議
会

○
宮
城
県
七
ケ
浜
町
議
会

○
鹿
児
島
県
喜
界
町
議
会

○
和
歌
山
県
海
南
市
議
会

○
群
馬
県
大
泉
町
議
会

○
宮
崎
県
加
美
町
議
会

　

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
る
と
共
に
、
美
咲
町
の

政
策
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

【
教
育
総
務
課
】

問　
改
築
す
る
加
美
小

学
校
の
プ
ー
ル
の
詳

細
は
。

答　
現
在
設
計
中
で
、

当
初
25
メ
ー
ト
ル
・

５
コ
ー
ス
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、６
コ
ー
ス
に
し
た
。

素
材
は
、
※
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
に
す

る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
費
１
，７
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。

【
生
涯
学
習
課
】

問　
錦
織
地
内
の
公
園

の
詳
細
は
。

答　
地
元
か
ら
の
要
望

が
あ
り
、
法
然
上
人

の
母
、
秦
氏
の
君
を
顕
彰

す
る
公
園
整
備
の
た
め
の

も
の
で
、
用
地
買
収
お
よ

び
建
物
の
解
体
撤
去
費
で

あ
る
。

◇
現
地
を
確
認

　

議
案
審
議
に
関
連
し
て

☆�
上
町
住
宅
（
原
田
）
お

よ
び
錦
織
第
２
住
宅
の

修
繕
個
所

☆�

錦
織
地
内
の
顕
彰
公
園

予
定
地

を
視
察

TPPの議論を深める委員会

※�

Ｆ
Ｒ
Ｐ
…
強
度
の
面
な

ど
で
大
変
優
れ
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

11
市
町
村
議
会
議
員
81
人
が

視
察
で
続
々
来
町

全
国
の
議
会
視
察
が
美
咲
町
へ

真剣に聞き入る視察団
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経
常
収
支
比
率
は
　
･
８
％

　
（
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
数
　
　
〜
　
％
が
健
全
と
さ
れ
る
）

実
質
公
債
費
比
率
は
　
･
８
％
　

　
（
　
％
以
上
は
町
債
の
発
行
に
県
の
許
可
が
必
要
）

不
納
欠
損
額  

７
７
７
万
円

　（
死
亡
な
ど
に
よ
り
集
金
が
不
可
能
に
な
っ
た
も
の
）

収
入
未
済
額  

１
億
２
，５
６
３
万
円

　（
集
金
が
遅
れ
て
い
る
も
の
）

一般会計歳入歳出内訳
81

75

80

18

16

歳入120億9,664万円
自主財源は約27億円　借金の返済に約24億円

（23年度比5.3％の減）

24年度歳入歳出決算報告

徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず徐々に改善するも  厳しさ変わらず

歳　入
120億　　　
 9,664万円 

  自主財源22.4％

依
存

財
源 77.6％

町税
13億8,829万円
（11.5％）

繰越金
　8億2,167万円（6.8％）

その他（負担金、使用料など）
　4億9,221万円（4.1％）

地方交付税
（国からの分配金）
62億5,688万円
（51.7％）

  町債（借金）
13億5,986万円
（11.2％）

国・県支出金
13億6,181万円
　（11.3％）

その他（交付金など）
4億1,592万円（3.4％）

人件費
19億4,120万円
（17.4％）

補助金など
13億6,244万円
（12.2％）

繰出金（特別会計へ）
13億925万円（11.7％）

災害復旧事業 2億9,258万円（2.6％）

歳　出
111億　　　
　8,600万円 

その他
（物件費など）
24億6,637万円
（22.0％）

公債費（返済金）
24億3,214万円
（21.7％）

必要経費
85.

0％

投資的
経費15.0％事業

費16億
7,460万円

　普通建設事業
13億8,202万円
　（12.4％）　　　
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特　別　会　計　内　訳 歳　入　額 歳　出　額
貸 付 事 業

バス運行事業

保 険 事 業

　
水 道 事 業

そ の 他

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
津山・柵原線共同バス運行事業
津山・西川線共同バス運行事業
旭 川 ダ ム 沿 線 バ ス 運 行 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業
介 護 サ ー ビ ス 事 業
久 米 郡 介 護 認 定 審 査 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業
久米郡障害程度区分認定審査事業
後 期 高 齢 者 医 療
柵 原 飯 岡 簡 易 水 道 事 業
柵 原 北 部 簡 易 水 道 事 業
柵 原 中 央 簡 易 水 道 事 業
統 合 簡 易 水 道 事 業
中 央 簡 易 水 道 事 業
中 央 北 部 簡 易 水 道 事 業
中央打穴・大垪和簡易水道事業
下 水 道 事 業
柵 原 公 共 下 水 道 事 業
中 央 公 共 下 水 道 事 業
み さ き ネ ッ ト 事 業
土 地 開 発 事 業
用 地 取 得 造 成 事 業
倭 文 西 財 産 区

歳
入
決
算
総
額

　63
億
2
，7
9
6
万
円

歳
出
決
算
総
額

　60
億
8
，2
0
7
万
円

24年度　25特別会計決算の内訳

994
1,414
1,602
3,159

19億7,050
21億5,639

1,119
896
683
120

2億 797
2,303

1億4,775
7,570

1億8,016
1億7,027
2,419
8,679

1億5,786
3億 68
4億8,041
1億9,771
1,177
3,666
25

3,833
1,361
1,552
3,054

18億7,458
21億3,958

1,119
867
640
119

2億 623
1,275

1億4,078
5,811

1億7,463
1億6,451
1,808
7,987

1億4,858
2億7,220
4億5,485
1億9,009
1,108
1,070

0

実質収支は８億余の黒字決算
決算認定特別委員会報告

　

執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た

決
算
事
務
報
告
書
を
基
に
平

成
24
年
度
の
事
業
内
容
、
予

算
執
行
状
況
な
ど
を
審
査
し

た
。

　

一
般
会
計
と
25
特
別
会
計

の
概
要
は
図
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

財
政
全
般
の
節
減
合
理
化

な
ど
に
よ
り
一
般
会
計
の
実

質
収
支
は
８
億
４
，５
９
０

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

委
員
会
の
指
摘
事
項

◇�

行
政
組
織
の
機
構
改
革
に

よ
る
事
業
の
効
率
化
お
よ

び
人
材
育
成

◇�

美
咲
町
振
興
計
画
書
の
早

期
策
定

◇�

町
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上

と
不
能
欠
損
の
減
少

◇�

地
域
福
祉
、
医
療
体
制
の

拡
充

◇�

不
用
予
算
の
必
要
事
業
へ

の
振
り
替
え

◇�

農
業
振
興
策
の
事
業
効
果

向
上

◇�

本
庁
と
総
合
支
所
の
連
携

強
化

◇�

小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上

◇�

指
定
管
理
の
円
滑
な
推
進

◇�

特
別
会
計
基
金
状
況
の
周

知
◇�

特
別
会
計
に
対
す
る
一
般

会
計
繰
入
金
の
減
少

◇�

み
さ
き
ネ
ッ
ト
加
入
率
の

向
上

◇�

下
水
道
接
続
率
お
よ
び
上

水
道
有
収
水
率
の
向
上

な
ど
で
あ
る
。

　

地
方
債
残
高
は
１
６
０
億

６
，５
０
０
万
円
に
減
少
、基

金
残
高
は
58
億
３
，６
０
０

万
円
に
増
加
。
実
質
公
債
費

比
率
も
16
・
８
％
と
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

合
併
特
例
法
の
財
源
措
置
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

経
常
収
支
比
率
は
依
然
と

し
て
80
％
を
超
え
て
お
り
、

今
後
の
財
政
運
営
は
よ
り
厳

し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。

　

自
主
財
源
の
確
保
、
経
費

節
減
に
努
め
な
が
ら
計
画
性

の
あ
る
町
政
運
営
を
求
め
24

年
度
決
算
を
全
会
一
致
で
承

認
し
た
。
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議
会
費
あ
れ
こ
れ
　

平
成
24
年
度
の
議
会
管
理
費
支
出
額
は
１
億
１
，０
５
９
万
６
，７
７
３
円
で
、
一
般
会
計
決
算
額

に
対
す
る
割
合
は
0
・
98
％
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
項
目
は
表
の
と
お
り
。

【議会費】
項　　　目 金　　　額

議員人件費 6,155万9,574円

一般職員人件費 1,227万5,602円

経常管理費
418万8,688円

（議長交際費11万7,750円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 3,257万2,909円

合計 1億1,059万6,773円

【議会活動日数】
　　各議員が一年間に公務で活動した日数をまとめてみました。

議　長 257日（町外・県外・国外を含む）

副議長 124日（町外・県外・国外を含む）

議員（14名） 平均103日（町外・県外・国外を含む）

　各議員によって異なりますが、表記の数字に各地域行事への参加日数が加算
されることになります。

【議員報酬】
　　議員が受け取る月額報酬は次のようになっています。

議　長 副議長 常任委員長 議　員

31万5,000円 26万2,000円 24万6,000円 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45カ月分と12月に1.65カ月分支給
しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給してい
ます。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

※各組合議会開催時には費用弁償を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務調査費・委員会手当などは支給してい
ません。
【議員年金は廃止】
国会議員の年金制度廃止に伴い、平成23年６月１日より「地方議員年金
制度」も廃止されました。（ただし、受給資格者は年金受給か一時金受給
かを選択することができます。）

【退職金】
従来から議員には「退職金」はありません。



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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一般質問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する

議員名 掲載ページ 質　　問　　内　　容

山　　剛 12ページ
１．柵原東小学校への歩道はいつできる
２．商品券を町外でも使えるようにできないか
３．中学生の携帯電話に不安はないか

小林　達夫 13ページ
１．安全な通学、通勤方法の確保を
２．高齢者へは積極的な戸別訪問を

下山　和由 14ページ
１．振興計画書の策定を早急に
２．借地料の軽減にさらなる努力を
３．今以上の町道改修、改良を

延原　正憲 15ページ
１．老朽危険家屋に早急な対策を
２．ふるさと納税で税収増加を
３．ご当地ナンバーで地域活性化を

山本　宏治 16ページ
１．災害警報の告知方法を考案せよ
２．国保税の納付回数は現状で良いのか
３．地元との連携を密に

左居　喜次 17ページ
１．町道維持管理の対策を再度問う
２．消防団員の健康教育はできないか
３．あいさつで活力あるまちづくりができないか

三船　勝之 18ページ
１．あらゆる施策で農業のピンチを救え
２．国の方針への不安解消を

金谷　髙子 19ページ
１．障がいの早期発見に５歳児健診を
２．がん教育の推進を
３．耕作放棄地の解消、再生を

形井　　圓 20ページ

１．被災者支援策の見直しを
２．街灯設置で安全に
３．職員の適正な人事評価は
４．二重の報酬ではないか
※�この他に「美咲町振興計画」「転入された人への支
援」の質問が行われました

岩野　正則 21ページ

１．住宅のための政策を
２．空き家管理条例の成果は
３．起業者・新規就農者の育成策は
４．新婚向け賃貸住宅家賃補助金の拡充を

松田　英二 22ページ １．総合的な雨水排水対策計画が必要

林田　　実 23ページ １．協働のまちづくり交付金の見直しは

松島　　啓 24ページ
１．がけ地崩壊対策で災害の未然防止を
２．学力向上の対策は
３．町のスポーツ振興計画は

岡田　　壽 25ページ
１．本気で結婚推進事業の展開は
２．ピオーネ輸出事業の方針はどう立てる
３．方言を伝えていこう
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

山　剛 議員

リ
ー
ト
を
利
用
し
て
歩
行

者
の
通
路
を
確
保
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、
外
側
線
な
ど

の
引
き
替
え
、
減
速
破
線

の
施
工
な
ど
に
よ
っ
て
安

全
対
策
を
行
う
。

問　
冬
季
に
は
降
雪
に

よ
っ
て
道
路
が
凍
結

し
山
に
囲
ま
れ
た
通
学
路

は
危
険
な
状
態
が
長
く
続

く
こ
と
に
な
る
。
通
学
路

の
安
全
に
は
樹
木
伐
採
も

必
要
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

子
ど
も
が
片
道
10

人
以
上
行
き
来
す
る
道
路

は
通
学
路
に
な
る
。
書
副

地
区
は
現
在
、
子
ど
も
が

16
人
通
学
し
て
い
る
た
め

歩
道
の
設
置
は
可
能
だ
。

　

歩
道
設
置
も
樹
木
伐
採

も
地
権
者
と
十
分
話
し
を

し
て
前
向
き
に
取
り
組
む
。

問　
敬
老
の
日
の
お
祝

い
と
し
て
久
米
郡
商

工
会
の
商
品
券
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
近
隣

に
は
使
え
る
商
店
が
少
な

い
。

　

近
隣
市
町
の
商
店
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
交
渉

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
木
谷
保
健
福
祉
課
長

　

商
品
券
「
か
け
は

し
」
は
、
商
工
会
に
加
盟

す
る
地
元
商
店
の
育
成
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
地
域
商
品
券
で
あ
る
。

こ
の
た
め
他
地
域
で
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
中
学
生
が
携
帯
電

話
を
使
用
す
る
場

合
、
学
校
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

学
校
へ
の
携
帯
電

話
持
込
は
原
則
と
し
て
禁

止
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

部
活
な
ど
で
遅
く
な
る

時
、
親
と
連
絡
す
る
時
な

ど
に
使
用
す
る
場
合
は
朝

担
任
の
先
生
に
預
け
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

問　
携
帯
電
話
を
持
つ

こ
と
に
よ
る
「
い
じ

め
」
や
学
力
低
下
の
心
配

は
な
い
の
か
。

答
泉
教
育
長

　

現
時
点
に
お
い
て

そ
う
し
た
報
告
は
受
け
て

い
な
い
。

　

今
、は
や
り
の
※
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
の
影
響
も
現
実
の
も

の
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
た
め
携
帯
電
話
の
正
し

い
使
い
方
な
ど
の
講
習
会

を
進
め
て
お
り
、保
護
者
の

協
力
を
頂
き
な
が
ら
モ
ラ

ル
の
指
導
に
努
め
て
い
く
。

問　
柵
原
東
小
学
校
開

校
当
時
か
ら
書
副
地

区
、
行
信
地
区
の
町
道
に

歩
道
の
設
置
を
要
望
し
て

い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
だ
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
も
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
今
後
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

町
道
書
副
行
信
線
へ
は

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り

一
部
歩
道
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
路
肩
コ
ン
ク

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

柵
原
東
小
学
校
へ
の

歩
道
は
い
つ
で
き
る

地
権
者
の
了
解
が

得
ら
れ
れ
ば
前
進

質問

答弁

商
品
券
を
町
外

で
も
使
え
る
よ
う

に
で
き
な
い
か

中
学
生
の

携
帯
電
話
に

不
安
は
な
い
か

私たちが大人になる頃、歩道はできているんだろうか？

※�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
…
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
や

メ
ー
ル
に
よ
り
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
も
の
。

　

�

「
無
料
通
話
」
と
宣
伝

さ
れ
て
い
る
。
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

小林達夫 議員

問　
津
山
柵
原
線
の
塚

角
―
大
戸
間
の
工
事

で
は
片
側
通
行
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
歩
道
が
な

い
上
に
、
大
型
車
の
通
行

も
多
い
区
間
で
あ
る
。
通

学
時
間
と
通
勤
時
間
が
重

な
り
、大
変
危
険
で
あ
る
。

県
道
で
は
あ
る
が
、
町
と

し
て
町
民
の
安
全
に
対
す

る
責
任
は
な
い
の
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

詳
細
な
測
量
設
計
が
終

了
後
、
平
成
26
年
度
か
ら

工
事
着
手
す
る
予
定
で
進

ん
で
い
る
。
歩
行
者
や
自

と
を
高
齢
者
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、「
来
て
も
ら
う
の
は

気
の
毒
だ
」「
動
け
な
く
な

っ
た
ら
た
の
む
」
と
い
う

遠
慮
が
ち
な
反
応
で
あ
っ

た
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

安
心
し
て
住
め
な
い
高
齢

者
が
い
る
中
で
、
住
ん
で

良
か
っ
た
美
咲
町
に
な
っ

て
い
く
の
か
。

答
木
谷
保
健
福
祉
課
長

　

介
護
申
請
の
手
続

き
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な

転
車
へ
の
安
全
対
策
と
し

て
、
専
用
通
路
の
確
保
を

県
に
強
く
要
望
す
る
。

問　
道
幅
が
大
変
狭
い

が
、
ど
の
よ
う
な
仮

設
道
を
設
置
す
る
の
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

路
肩
部
分
が
少
な
い
こ

と
は
県
も
町
も
承
知
し
て

い
る
。
県
と
協
議
を
重
ね

仮
設
道
の
確
保
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

問　
工
事
期
間
中
だ
け

で
も
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
通
学
は
で
き
な
い

か
。答

泉
教
育
長

　

工
事
の
進
捗
状

況
、
歩
道
の
設
置
状
況
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
、
必

要
で
あ
れ
ば
そ
の
時
点
で

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　
介
護
保
険
の
申
請

な
ど
に
つ
い
て
、
連

絡
が
あ
れ
ば
戸
別
訪
問
で

の
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ

い
が
、
介
護
保
険
施
設
で

の
申
請
代
行
や
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

訪
問
も
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
サ
ロ
ン
活
動
や

コ
ロ
バ
ン
体
操
の
時
に
、

制
度
や
申
請
の
説
明
も
し

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
に
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

問　
手
続
き
な
ど
の
説

明
以
外
に
、
実
際
の

生
活
状
況
を
見
て
、
時
期

を
逃
さ
な
い
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
で
き
る
機
会
と

な
る
た
め
、
戸
別
訪
問
が

重
要
と
考
え
る
。

　

長
野
県
松
川
町
で
は
、

少
な
い
職
員
数
だ
が
、
町

民
優
先
で
戸
別
訪
問
を
頑

張
っ
て
い
る
。
本
町
の
職

員
は
や
る
気
が
あ
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

地
域
の
人
々
の
情

報
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
入
る
よ
う
な
情
報

網
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問　
元
気
な
う
ち
に
介

護
保
険
な
ど
の
説
明

を
し
、
予
防
を
し
て
い
か

な
い
と
、
い
ざ
必
要
に
な

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。
介

護
保
険
料
を
徴
収
し
て
い

る
以
上
、
わ
か
り
や
す
い

説
明
、
戸
別
訪
問
は
必
要

で
あ
り
、
実
行
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

現
状
で
全
戸
訪
問

は
難
し
い
が
、
情
報
が
入

り
次
第
、
訪
問
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
地
域
の

情
報
が
す
ぐ
入
り
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

安
全
な
通
学

通
勤
方
法
の
確
保
を

県
と
共
に
必
要
な

対
策
を
検
討
す
る

質問

答弁

高
齢
者
へ
は

積
極
的
な

戸
別
訪
問
を

ここに来れば楽しいな（デイサービスセンター）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

下山和由 議員

問　
美
咲
町
振
興
計
画

は
平
成
18
年
に
策
定

さ
れ
て
以
来
７
年
を
迎
え

て
い
る
。
現
在
は
町
長
も

代
わ
り
、
新
た
な
計
画
を

加
え
た
振
興
計
画
を
町
民

に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

現
在
、
策
定
中
で

あ
る
。
で
き
れ
ば
12
月
定

例
会
で
議
決
を
経
て
印
刷

に
入
り
た
い
。

答
定
本
町
長

　

振
興
計
画
審
議
会

で
十
分
な
審
議
の
上
、
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

問　
平
成
19
年
、
有
料

の
借
地
に
関
す
る
資

料
提
供
を
求
め
て
以
来
６

年
が
経
過
す
る
。
借
地
料

軽
減
に
対
す
る
今
後
の
対

策
は
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

借
地
に
つ
い
て

は
、
左
の
表
の
と
お
り
。

　

多
額
の
借
地
料
を
支
払

っ
て
い
る
現
状
は
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
。

答
定
本
町
長

　

大
き
な
も
の
が
学

校
敷
地
で
あ
る
。
学
校
敷

地
を
全
部
購
入
す
る
と
莫

大
な
費
用
が
か
か
る
。
こ

れ
ま
で
も
購
入
が
難
し
か

っ
た
と
推
察
す
る
中
で
今

に
至
っ
て
い
る
。

　

大
変
難
し
い
問
題
で
あ

る
が
、購
入
可
能
な
土
地
、

返
還
可
能
な
土
地
に
つ
い

て
は
精
査
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
道
の
改
修
、
改

良
に
つ
い
て
は
８
月

開
催
の
議
会
報
告
会
で
も

強
い
要
望
が
出
た
。
本
町

に
は
、
ま
だ
県
道
と
併
用

し
て
道
幅
が
狭
く
、
交
通

の
難
所
と
な
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
厳
し
い
予
算

の
中
で
は
あ
る
が
、
地
区

の
要
望
に
添
え
る
よ
う
計

画
性
を
持
っ
て
対
応
を
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

改
良
事
業
と
し
て

は
、
国
庫
事
業
、
社
会
資

本
整
備
事
業
、辺
地
事
業
、

過
疎
事
業
な
ど
で
各
地
区

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
町
単
独
事
業
と

し
て
は
、
地
域
の
要
望
書

に
基
づ
き
検
討
を
加
え
て

企
画
財
政
課
と
も
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
も
、
緊
急
を

要
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

こ
れ
か
ら
も
計
画

を
立
て
な
が
ら
事
業
費
が

少
な
く
て
済
む
事
業
は
単

町
費
を
も
っ
て
取
り
組

み
、
緊
急
性
を
要
す
る
所

に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度

判
断
し
て
対
応
し
て
い
く
。

振
興
計
画
書
の

策
定
を
早
急
に

今
年
度
中
に
は完了

さ
せ
る

質問

答弁

借
地
料
の
軽
減
に

さ
ら
な
る
努
力
を

中央 旭 柵原 合計
件数 総　　額

Ｈ19年度 11 4 57 72 1,372万３千円

Ｈ24年度 11 4 49 64 1,253万４千円

今
以
上
の
町
道

改
修
、
改
良
を

早急な改良が待たれる町道
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

延原正憲 議員

問　
昨
年
施
行
さ
れ
た

「
美
咲
町
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
で
規
定
す
る
「
倒
壊

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険

な
状
態
」「
火
災
も
し
く
は

犯
罪
が
誘
発
さ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
状
態
」
に
あ
る

管
理
不
全
な
空
き
家
と
し

て
認
定
し
、
助
言
・
指

導
・
勧
告
を
行
い
、
措
置

命
令
を
発
令
し
、
さ
ら
に

は
氏
名
等
の
公
表
を
行
っ

た
実
績
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
老
朽
危
険
家
屋

の
処
理
促
進
の
た
め
、
除

却
費
用
の
一
部
を
補
助
し

た
り
、
行
政
代
執
行
で
町

が
撤
去
を
実
施
し
た
う
え

で
そ
の
経
費
を
請
求
す
る

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。答

遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

こ
の
条
例
に
該
当

す
る
管
理
不
全
な
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
24
年
度
に

４
件
、
25
年
度
は
２
件
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
助

言
・
指
導
の
措
置
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
１

件
に
つ
い
て
は
調
査
の
段

階
で
あ
る
。

　

措
置
命
令
や
氏
名
公
表

の
実
績
は
な
い
。

　

補
助
金
な
ど
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
行
政
代

執
行
で
は
資
金
の
回
収
が

困
難
と
な
る
危
険
性
が
あ

り
、
国
の
補
助
制
度
も
調

査
し
な
け
れ
ば
即
答
で
き

な
い
。

問　
町
内
に
は
老
朽
危

険
な
家
屋
が
た
っ
た

６
件
し
か
な
い
こ
と
は
な

い
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

　

安
心
・
安
全
な
美
咲
町

と
す
る
た
め
、
条
例
に
基

づ
き
積
極
的
な
対
応
を
強

く
求
め
る
。

答
定
本
町
長

　

空
き
家
で
あ
っ
て

も
個
人
の
財
産
で
あ
り
、

愛
着
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
る
。
近
所
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
危
険
な
家
屋
に
つ

い
て
は
、
条
例
に
よ
り
対

処
す
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
導
入
さ
れ
て
５

年
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の

実
績
は
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
積

極
的
に
増
収
対
策
を
行
う

予
定
は
。

答
難
波
総
務
課
長

　

実
績
は
、
左
表
の

と
お
り
。

答
定
本
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
つ
い
て
は
、
色
々
な

考
え
方
が
あ
る
が
、
大
枠

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
で

も
遅
く
な
い
の
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

問　
美
作
建
国
１
３
０

０
年
の
機
会
に
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
「
美

作
」「
作
州
」「
作
州
武
蔵
」

な
ど
を
美
作
地
域
10
市
町

村
に
呼
び
か
け
て
県
に
要

望
し
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
導
入
さ
れ
、
６
月

28
日
に
第
２
回
目
の
発
表

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
第
３
回
目
の
募
集
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
関
係
市
町
村
に
話
し

て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
で

税
収
増
加
を

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
で

地
域
活
性
化
を

年　　度 20 21 22 23 24

件数（件） 0 2 1 6 3

金額（万円） 0 6 5 36 8

老朽危険家屋に
早急な対策を

条例に基づき
対処していく

質問

答弁

もうこれ以上 建っていられないよ
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

山本宏治 議員

問　
集
中
豪
雨
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
と
異
常
気
象

が
多
発
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、竜
巻
ま
で
起
こ
り
、

こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
テ
レ
ビ
な
ど
で

警
報
、
注
意
報
を
目
に
す

る
が
、
告
知
放
送
端
末
や

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
災
害

警
報
の
告
知
が
で
き
な
い

か
。

　

ま
た
、
特
別
警
報
と
は

何
か
。

答
難
波
総
務
課
長

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
向
け
の
気
象
情
報

は
、
岡
山
県
の
防
災
情
報

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

　

特
別
警
報
と
は
、
気
象

災
害
、
水
害
、
地
盤
災
害
、

地
震
、
噴
火
な
ど
の
重
大

な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が

著
し
く
大
き
い
場
合
、
気

象
庁
が
警
告
の
た
め
に
発

す
る
予
報
で
あ
る
。

答
鈴
鹿
情
報
交
通
課
長

　

告
知
放
送
は
、
情

報
発
信
の
手
段
と
し
て
設

置
し
て
い
る
の
で
、
活
用

し
て
も
ら
え
ば
よ
い
。

答
定
本
町
長

　

警
報
の
段
階
や
時

間
帯
、
地
元
の
状
況
を
考

え
合
わ
せ
な
が
ら
告
知
放

送
を
使
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
総
務
省
か
ら
発

表
さ
れ
る
緊
急
地
震
速
報

や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な

ど
に
つ
い
て
、
自
動
的
に

告
知
放
送
が
流
れ
る
仕
組

み
に
改
良
中
で
あ
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
税

は
、
現
在
、
毎
月
納

付
で
は
な
く
１
年
分
を
９

回
で
支
払
っ
て
い
る
。
そ

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

　

ま
た
、
滞
納
と
の
因
果

関
係
は
あ
る
か
。

答
鳥
越
税
務
課
長

　

６
月
の
前
年
所
得

確
定
の
後
、
決
定
し
た
国

保
税
額
を
通
知
す
る
こ

と
、
４
～
６
月
の
出
費
が

多
い
時
期
に
納
付
が
な
い

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。

　

９
回
払
い
の
方
が
12
回

払
い
よ
り
１
回
当
た
り
の

支
払
額
が
多
く
な
る
こ
と

が
デ
メ
リ
ッ
ト
。

　

支
払
い
回
数
が
滞
納
に

は
影
響
し
な
い
と
思
う

が
、
納
付
困
難
な
場
合
、

４
～
６
月
が
予
備
日
と
考

え
る
と
メ
リ
ッ
ト
と
も
言

え
る
。

答
定
本
町
長

　

12
回
納
付
は
、
仮

徴
収
の
通
知
と
額
が
確
定

し
た
通
知
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
わ
か
り
に
く
い
の

で
現
行
の
ま
ま
い
き
た
い
。

問　
美
作
国
１
３
０
０

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
三
休
公
園
に
カ
ブ

ト
ム
シ
や
蜂
の
巣
な
ど
巨

大
で
リ
ア
ル
な
オ
ブ
ジ
ェ

が
設
置
さ
れ
た
。
展
示
期

間
終
了
後
は
、
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

具
体
的
に
決
め
て

い
な
い
。

問　
地
元
や
旭
支
所
に

相
談
や
連
絡
が
な
か

っ
た
と
聞
く
が
、
軽
視
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
連
携
で
き
て
お
ら
ず
、

今
後
は
密
に
す
る
よ
う
肝

に
銘
じ
る
。

災
害
警
報
の

告
知
方
法
を
考
案
せ
よ

状
況
に
よ
り
適
切
な

情
報
を
知
ら
せ
る

質問

答弁

国
保
税
の

納
付
回
数
は
現
状

で
良
い
の
か

地
元
と
の連携

を
密
に

巨大なカマキリ出現？（三休公園のイベント）
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

左居喜次 議員

問　
各
地
区
で
行
っ
て

い
る
町
道
な
ど
の
維

持
管
理
作
業
が
、
管
理
の

頻
度
・
内
容
・
労
力
の
状

況
な
ど
地
区
に
よ
り
差
が

生
じ
て
い
る
。

　

各
地
区
の
体
制
把
握

と
、
今
後
作
業
が
で
き
な

い
地
区
が
増
え
て
く
る
こ

と
を
予
測
し
、
各
課
連
携

し
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う

か
。答

矢
木
建
設
課
長

　

町
内
集
落
ご
と
の

道
路
の
状
況
は
あ
る
程
度

把
握
で
き
て
い
る
が
、
体

制
の
集
計
は
行
っ
て
い
な

い
。

　

水
路
の
土
砂
上
げ
、
崩

土
の
除
去
等
、
地
域
で
行

え
な
い
も
の
は
各
地
区
の

区
長
・
常
会
長
か
ら
の
行

政
相
談
で
出
て
き
た
要
望

を
中
心
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
付
金
に
よ
り

道
路
管
理
が
で
き
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
各
課
で
連

携
し
な
が
ら
今
後
の
維
持

管
理
の
方
針
に
つ
い
て
検

討
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
現
在
、
消
防
団
で

は
19
歳
か
ら
61
歳
ま

で
９
０
２
人
の
団
員
が
在

籍
し
て
お
り
、
平
均
年
齢

は
39
歳
で
あ
る
。

　

消
防
団
員
に
若
い
頃
か

ら
健
康
へ
の
関
心
を
持

ち
、
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
ま
た
、
福
利
厚
生
事

業
と
し
て
集
団
検
診
、
併

せ
て
健
康
教
育
は
で
き
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

社
会
保
険
加
入
者

は
事
業
所
で
、
国
保
の
加

入
者
は
町
で
健
診
を
行
っ

て
い
る
。
若
い
人
に
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
重
要
だ
が
、
い
ろ

ん
な
組
織
が
あ
り
、
消
防

団
員
の
み
健
診
を
無
料
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

会
合
の
前
後
の
時

間
が
も
ら
え
れ
ば
、
積
極

的
に
健
康
教
育
を
す
る
こ

と
も
可
能
だ
。

　

健
診
も
大
事
だ
が
、
結

果
を
読
み
取
り
ど
う
し
て

い
く
か
が
大
事
で
あ
る
。

技
術
的
な
と
こ
ろ
は
一
緒

に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
簡
単
な
検
査
、
血

圧
測
定
な
ど
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
や
れ
ば
良

い
。

　

団
員
が
家
庭
で
、
ま
た

友
人
と
の
間
で
健
康
増
進

に
話
が
進
み
、
良
い
影
響

が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

今
後
、
各
担
当
課

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
で

き
る
こ
と
は
や
っ
て
い
く
。

問　
町
民
み
ん
な
が
気

持
ち
の
良
い
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
こ
と
で
、
町

長
が
提
唱
す
る
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
な
ど
す
べ
て
に
つ

な
が
る
。

　

啓
発
の
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
な
ど
募
集
は
で
き
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

教
育
振
興
計
画

に
、
あ
い
さ
つ
運
動
が
一

つ
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

活
力
あ
る
元
気
な
美
咲

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ

い
さ
つ
も
大
事
で
あ
る
。

　

ま
た
、
啓
発
の
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
募
集
に
つ
い
て

は
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
深

く
進
め
て
い
く
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の

健
康
教
育
は

で
き
な
い
か

あ
い
さ
つ
で

活
力
あ
る
　
　

町
づ
く
り
が

で
き
な
い
か

「みなさん健康ですか」　「よし‼」

町道維持管理の
対策を再度問う

各課連携しながら
対策を考える

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

三船勝之 議員

問　
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
で
農
業
は

ピ
ン
チ
で
あ
る
。
農
地
の

問
題
を
一
体
的
に
解
決
す

る
必
要
が
あ
る
。
農
業
公

社
と
役
場
が
連
携
し
な
が

ら
農
地
の
集
積
化
を
図

り
、
農
地
集
積
協
力
金
の

補
助
金
を
受
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
策
定
状
況
は
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

ほ
か
に
も
分ぶ
ん
さ
ん
さ
く

散
錯

圃ほ
か
い
し
ょ
う
き
ょ
う
り
ょ
く
き
ん

解
消
協
力
金
（
連
坦

協
力
金
）
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
農
業
公
社
や
農
協

新
規
就
農
者
の
希
望
が
あ

れ
ば
協
議
す
る
と
畜
産
セ

ン
タ
ー
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
農
地
に
つ
い
て
は
確

認
し
て
い
な
い
。

問　
農
業
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
鳥
獣

被
害
対
策
が
不
可
欠
で
あ

る
。
今
後
の
対
策
は
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

９
月
中
に
有
害
鳥

獣
対
策
実
施
隊
を
93
人
任

命
し
、
対
策
の
強
化
を
図

る
。問　

厚
生
労
働
省
は
、

平
成
29
年
度
中
に
は

要
支
援
１
お
よ
び
２
の
人

を
介
護
保
険
か
ら
外
し
、

自
治
体
に
ゆ
だ
ね
る
と
の

方
針
を
出
し
た
が
、
本
町

の
対
応
は
。

　

ま
た
、
認
定
者
数
と
生

活
状
況
は
。

答
木
谷
保
健
福
祉
課
長

　

ま
だ
国
か
ら
の
説

明
は
な
い
。
国
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
関
係
団
体
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

へ
10
年
以
上
の
白
紙
委
任

が
必
要
。
今
後
、
農
地
の

集
積
範
囲
な
ど
を
集
落
の

代
表
者
を
交
え
て
検
討
す

る
。

　

プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
は

12
集
落
が
認
定
集
落
で
あ

る
。問　

農
地
を
荒
廃
か
ら

守
る
た
め
、
担
い
手

不
足
の
解
消
の
た
め
に
畦あ

畔ぜ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

が
有
効
と
考
え
る
が
、
補

助
金
を
出
す
考
え
は
あ
る

か
。答

定
本
町
長

　

農
地
や
畦
畔
の
面

積
な
ど
を
試
算
し
、
検
討

し
た
い
。

問　
県
総
合
畜
産
セ
ン

タ
ー
の
職
員
寮
に
空

き
が
あ
る
と
聞
く
。
寮
と

町
有
地
を
セ
ッ
ト
に
し

て
、
ぶ
ど
う
栽
培
希
望
者

な
ど
募
集
す
れ
ば
、
農
業

振
興
に
利
用
で
き
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

畜
産
セ
ン
タ
ー
の

寮
は
３
棟
空
い
て
い
る
。

農
業
振
興
を
目
的
と
し
た

　

要
支
援
１
お
よ
び
２
の

合
計
認
定
者
数
は
４
月
１

日
現
在
２
８
０
人
、
８
月

末
現
在
３
０
３
人
で
増
加

し
て
い
る
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

交
流
や
閉
じ
こ
も

り
予
防
を
目
的
と
し
た
通

所
介
護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
約
半
数
で
あ

る
。
ほ
か
に
は
、
訪
問
介

護
、
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
、

福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
利

用
、
ま
た
住
宅
改
修
に
よ

る
自
立
し
た
生
活
を
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

問　
要
支
援
１
お
よ
び

２
の
認
定
者
が
介
護

保
険
か
ら
は
ず
れ
た
場

合
、
現
在
の
経
費
は
全
て

町
費
で
賄
う
の
か
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、年
間
８
，５

０
０
万
円
の
費
用
を
要
し

て
い
る
。
生
活
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
な
ど
の
活
用
で
で
き
る

だ
け
経
費
を
抑
え
て
い
く
。

あ
ら
ゆ
る
施
策
で

農
業
の
ピ
ン
チ
を
救
え

調
査
、
検
討
し
な
が
ら

進
め
る

質問

答弁

国
の
方
針
へ
の

不
安
解
消
を

手間が省ける防草コンクリート
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

金谷髙子 議員

問　
文
部
科
学
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
発
達

障
が
い
の
児
童
は
小
学
校

在
籍
中
、
知
的
発
達
に
遅

れ
は
な
い
が
、
学
習
面
・

行
動
面
で
著
し
い
困
難
を

示
す
と
あ
る
。注
意
欠
陥
、

多
動
性
障
が
い
、
高
機
能

自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
な
ど
は
、
３
歳
児

健
診
で
は
発
見
さ
れ
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

５
歳
児
健
診
に
対
す
る

町
の
考
え
は
。

答
村
島
健
康
増
進
課
長

　

５
歳
児
健
診
と
し

て
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

臨
床
心
理
士
と
保
健
師
が

定
期
的
に
各
保
育
園
に
出

向
き
、
施
設
支
援
を
行
っ

て
い
る
。必
要
な
場
合
は
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、個
別
面
談
、

専
門
医
療
機
関
の
紹
介
も

行
っ
て
い
る
。

う
に
、
が
ん
の
教
育
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
は
が
ん
の
検
診
率

も
低
く
、
が
ん
教
育
も
ま

だ
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

が
ん
は
死
の
病
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、「
６

割
完
治
」「
早
期
発
見
な
ら

９
割
完
治
」
と
、
が
ん
は

恐
ろ
し
い
も
の
で
は
な
い

と
伝
え
、
生
き
る
こ
と
の

　

今
ま
で
以
上
に
、
保
育

園
、
教
育
委
員
会
、
医
療

機
関
、
療
育
機
関
と
連
携

を
密
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。問　

子
ど
も
の
頃
か
ら

の
が
ん
教
育
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
で
は
当
た
り
前
の
よ

大
切
さ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
伝
え
る
こ
と
が
、
が

ん
教
育
の
目
的
で
あ
る
。

　

枚ひ
ら
か
た方
市
で
は
、
日
本
が

ん
協
会
が
作
成
し
た
が
ん

に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
が
ん

ち
ゃ
ん
の
冒
険
』
を
教
材

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

が
ん
教
育
推
進
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
保
健
授
業
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
が

あ
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

小
学
校
は
３
学
年

以
上
の
体
育
の
保
健
領
域

で
、
中
学
校
は
保
健
体
育

の
中
で
、
健
康
、
病
気
に

関
す
る
学
習
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
生
活
習
慣
病
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
、
が
ん

と
非
常
に
つ
な
が
り
が
深

い
こ
と
は
教
育
し
て
い

る
。
今
後
、
国
や
県
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問　
こ
こ
数
年
、
耕
作

放
棄
地
が
増
加
し
、

深
刻
化
し
て
い
る
。
有
害

鳥
獣
の
す
み
か
や
不
法
投

棄
の
温
床
に
な
っ
て
お

り
、
農
業
再
生
へ
支
障
を

来
す
だ
け
で
な
く
、
景
観

を
悪
く
し
て
い
る
。

　

①
耕
作
放
棄
地
の
現
状

は
。
全
体
の
何
％
の
数
値

目
標
を
設
定
し
て
い
る
か
。

　

②
今
ま
で
の
取
り
組
み

は
何
件
か
。
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
る
か
。

　

③
制
度
が
26
年
３
月
に

終
了
す
る
が
、
終
了
後
の

対
応
は
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

①
農
地
全
体
が
畦

畔
を
入
れ
て
３
，０
０
０

ha
で
、
そ
の
う
ち
18
％
の

５
４
０
ha
が
耕
作
放
棄
地

で
あ
る
。

　

②
３
地
区
取
り
組
ん
で

お
り
、
２
地
区
は
個
人
で

約
３
反
の
放
棄
地
を
解
消

し
運
営
し
て
い
る
。
１
地

区
は
地
域
で
取
り
組
み
、

約
６
反
に
景
観
作
物
を
作

っ
て
い
る
。

　

③
今
後
は
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
方
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

が
ん
教
育
の
推
進
を

耕
作
放
棄
地
の

解
消
、
再
生
を

元気で大きくなってね

障がいの早期発見に
５歳児健診を

適正支援に向け
努力していく

質問

答弁
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

形井　圓 議員

問　
本
町
に
は
災
害
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
人

へ
の
支
援
策
と
し
て
「
災

害
弔
慰
金
及
び
見
舞
金
」

「
宅
地
土
砂
取
り
除
き
補

助
金
」
が
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
家
の
全

壊
に
２
万
円
、
半
壊
に
１

万
円
、
宅
地
土
砂
取
り
除

き
に
10
万
円
。

　

金
額
的
に
矛
盾
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。答

定
本
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
例

に
沿
っ
た
対
応
を
図
る
た

め
の
制
度
の
違
い
が
あ

る
。
見
直
し
に
つ
い
て
は

担
当
課
と
相
談
す
る
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

個
人
住
宅
へ
の
支

援
は
、
こ
の
他
に
災
害
援

護
金
貸
付
制
度
が
あ
る
。

問　
農
地
な
ど
の
災
害

復
旧
の
申
請
を
告
知

放
送
で
呼
び
か
け
て
み
て

は
ど
う
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

農
地
災
害
に
つ
い

て
は
、
一
週
間
以
内
に
個

ず
昇
進
さ
せ
、
夢
の
持
て

る
職
場
づ
く
り
が
で
き
な

い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

人
材
育
成
は
町
づ

く
り
の
基
本
で
あ
る
。
職

員
に
は
各
種
研
修
会
に
参

加
さ
せ
、
管
理
職
に
つ
い

て
の
人
事
評
価
も
試
行
し

て
い
る
。

問　
町
内
の
保
育
士
86

人
の
う
ち
、
正
規
職

員
は
31
人
。
55
人
が
嘱
託

職
員
で
あ
る
。

　

保
育
園
で
の
生
活
・
教

育
が
子
ど
も
た
ち
の
人
生

を
作
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。ま
た
、

小
学
校
へ
入
学
す
る
前
の

大
事
な
時
期
で
も
あ
る
。

　

嘱
託
職
員
も
正
規
職
員

と
同
等
の
責
任
が
あ
り
、

昼
夜
を
問
わ
ず
頑
張
っ
て

い
る
。
正
規
職
員
の
採
用

検
討
を
。

答
定
本
町
長

　

幼
児
教
育
の
充
実

を
願
っ
て
い
る
。
少
な
く

と
も
担
任
の
先
生
に
つ
い

て
は
、
正
規
職
員
と
す
る

よ
う
随
時
進
め
て
い
る
。

問　
複
数
の
市
町
村
で

一
部
事
務
組
合
を
設

立
し
て
い
る
管
理
者
（
町

長
な
ど
）
に
報
酬
が
出
て

い
る
。
町
長
と
し
て
報
酬

を
受
け
な
が
ら
、
組
合
か

ら
報
酬
を
受
け
る
の
は
二

重
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は

職
員
に
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。

答
定
本
町
長

　

行
政
実
務
で
一
部

事
務
組
合
の
報
酬
な
ど
に

つ
い
て
は
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
問
題

な
い
。

人
か
ら
連
絡
が
入
る
が
、

告
知
放
送
の
利
用
も
検
討

し
て
み
た
い
。

問　
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
帰
宅
が
遅
く
な
る

中
学
生
は
、
街
灯
も
な
い

危
険
な
夜
道
を
一
人
で
帰

宅
す
る
こ
と
も
多
い
。
安

全
の
た
め
に
、
街
灯
設
置

は
町
の
責
務
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

要
望
書
が
出
さ

れ
、設
置
し
た
例
も
あ
る
。

地
元
に
つ
い
て
は
、
防
犯

灯
設
置
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
に
よ
り
対
応
し
て
ほ

し
い
。
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
が
対
応

し
て
い
る
。
要
望
が
あ
れ

ば
出
し
て
ほ
し
い
。

問　
職
員
の
人
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

　

適
正
な
人
事
評
価
を
行

い
、
や
る
気
の
あ
る
優
秀

な
職
員
は
年
齢
に
関
わ
ら

街
灯
設
置
で
安
全
に

職
員
の
適
正
な

人
事
評
価
は

二
重
の
報
酬
で
は

な
い
か

地域の宝を大切に育てよう

被災者支援策の
見直しを

担当課との
協議が必要

質問

答弁
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

岩野正則 議員

問　
宅
地
災
害
土
砂
取

り
除
き
補
助
金
の
補

助
対
象
事
業
費
の
補
助
率

２
分
の
１
、
上
限
補
助
金

10
万
円
の
見
直
し
は
で
き

な
い
か
。

　

ま
た
、
移
転
の
た
め
の

家
屋
購
入
補
助
制
度
の
導

入
、
住
宅
保
護
工
事
の
検

討
は
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

現
段
階
で
は
、
現

状
の
10
万
円
の
ま
ま
で
い

く
。

　

新
築
家
屋
に
つ
い
て
は

固
定
資
産
税
の
減
免
、
県

産
材
の
使
用
に
よ
る
助

を
出
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
。

答
定
本
町
長

　

近
隣
の
家
に
迷
惑

を
か
け
る
空
き
家
に
つ
い

て
は
助
言
、
指
導
し
て
い

く
。問　

起
業
者
・
新
規
就

農
者
を
育
て
呼
び
込

む
政
策
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
産
業
支
援

課
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

現
在
、
県
か
ら
産

業
支
援
に
向
け
た
職
員
の

出
向
を
受
け
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
を
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
に
輸

出
す
る
足
が
か
り
を
作

り
、
他
の
作
物
も
大
阪
、

東
京
に
出
荷
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

　

工
業
部
門
に
つ
い
て

は
、
企
業
誘
致
の
依
頼
も

行
っ
て
い
る
。

問　
新
婚
向
け
賃
貸
住

宅
家
賃
補
助
金
の
支

給
対
象
は
、
ど
ち
ら
か
が

35
歳
以
下
の
条
件
が
課
さ

れ
る
が
、
こ
れ
を
40
歳
以

下
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
髙
田
住
民
課
長

　

若
者
定
住
促
進
を

目
的
に
新
婚
世
帯
を
対
象

と
し
た
補
助
金
を
設
け
て

い
る
。

　

限
度
額
は
１
万
５
，０

０
０
円
。

答
定
本
町
長

　

近
年
晩
婚
化
が
進

ん
で
い
る
。
現
状
に
合
わ

せ
る
た
め
に
平
成
26
年
４

月
か
ら
40
歳
以
下
を
対
象

と
す
る
よ
う
に
改
正
す
る

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

成
、
太
陽
光
発
電
設
置
に

よ
る
助
成
、
町
分
譲
地
購

入
に
伴
う
新
築
家
屋
の
助

成
な
ど
が
あ
る
。

問　
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例

の
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

移
住
・
定
住
・
雇
用
促

進
に
つ
な
が
る
政
策
の
考

え
は
な
い
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

空
き
家
の
適
正
管

理
の
問
い
合
わ
せ
が
２
件

来
て
い
る
。１
件
は
指
導
、

助
言
を
行
い
も
う
１
件
は

調
査
中
。

　

移
住
、
定
住
、
雇
用
促

進
に
つ
な
が
る
政
策
は
、

東
京
、
大
阪
で
ブ
ー
ス
を

開
い
て
相
談
に
応
じ
て
い

る
。

　

久
米
南
町
な
ど
は
空
き

家
の
改
修
費
用
に
補
助
金

を
出
し
て
い
る
が
、
本
町

は
考
え
て
い
な
い
。

問　
危
険
家
屋
、
空
き

家
の
解
体
に
補
助
金

住
宅
の
た
め
の
政
策
を

現
行
の
制
度
を維

持
す
る

質問

答弁

空
き
家
管
理
条
例

の
成
果
は

起
業
者
・

新
規
就
農
者
の

育
成
策
は

新
婚
向
け

賃
貸
住
宅
家
賃
　

補
助
金
の
拡
充
を

田舎ぐらし　最高です！
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松田英二 議員

問　
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
と
呼
ば
れ
る
集
中

豪
雨
が
全
国
各
地
で
多
発

し
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
昨

年
は
中
央
地
域
へ
時
間
雨

量
１
２
０
㎜
、
今
年
は
旭

地
域
へ
約
60
㎜
の
集
中
豪

雨
が
あ
り
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
今
後

も
頻
繁
に
、
広
範
囲
に
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

を
進
め
て
山
の
持
つ
水
源

涵か
ん
よ
う養

能
力
を
強
化
さ
せ
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、

本
町
の
山
林
整
備
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
山
本
産
業
観
光
課
長

　

美
咲
町
森
林
整
備

計
画
を
策
定
し
、
林
班
ご

と
に
５
年
間
の
森
林
経
営

計
画
を
立
て
て
い
る
。
こ

の
中
で
間
伐
な
ど
の
作
業

を
順
次
進
め
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

問　
大
量
の
雨
水
が
流

れ
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
る
。

　

こ
れ
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、道
路
側
溝
の
拡
充
、

排
水
路
の
新
設
、
河
川
の

拡
幅
お
よ
び
浚

し
ゅ
ん
せ
つ渫、
堤
防

道
路
の
嵩
上
げ
、
水
路
の

定
期
的
な
清
掃
、
さ
ら
に

は
道
路
の
排
水
性
舗
装
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

答
矢
木
建
設
課
長

　

一
つ
一
つ
の
項
目

に
つ
い
て
は
順
次
整
備
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る

が
、
今
後
施
設
を
整
備
す

る
時
に
は
流
末
処
理
ま
で

を
考
え
た
排
水
計
画
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
の
治
水
安
全

度
を
高
め
る
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
見
直
し
が

行
わ
れ
る
地
域
防
災
計
画

の
中
心
に
総
合
的
な
雨
水

対
策
計
画
を
盛
り
込
む
べ

き
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

昨
今
の
気
象
状
況

は
過
去
の
概
念
で
は
通
用

し
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

「
地
域
防
災
計
画
」
の

見
直
し
、「
町
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条

例
」
の
見
直
し
、
自
主
防

災
組
織
の
確
立
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
考
え
な
が

ら
災
害
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　
国
・
県
に
対
し
て

雨
水
排
水
の
た
め
の

補
助
制
度
創
設
を
要
望
す

べ
き
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

岡
山
県
町
村
長
会

を
通
じ
て
積
極
的
に
発
言

し
て
い
く
。

　

国
が
進
め
て
い
る
下
水

道
事
業
の
中
に
は
雨
水
排

水
対
策
の
事
業
と
し
て

「
雨
水
貯
留
施
設
」「
排
水

ポ
ン
プ
場
」「
流
域
バ
イ
パ

ス
カ
ッ
ト
」
な
ど
の
手
法

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

都
市
部
に
お
い
て
は
一
定

の
効
果
を
出
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
本
町
に
お
け
る

可
能
性
は
ど
う
か
。

答
赤
堀
上
下
水
道
環
境

課
長

　

現
在
、
町
内
で
下
水
道

事
業
を
進
め
て
い
る
の
は

中
央
地
域
と
柵
原
地
域
。

　

こ
の
う
ち
柵
原
地
域
に

排
水
ポ
ン
プ
場
を
２
カ
所

設
置
す
る
予
定
で
作
業
を

進
め
て
い
る
。
他
の
地
域

で
の
整
備
予
定
は
な
い
。

問　
山
林
の
下
刈
り
、

枝
打
ち
、
間
伐
な
ど

総
合
的
な
雨
水
排
水

対
策
計
画
が
必
要

地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
で
対
応
す
る

質問

答弁

ようめげるのぉ〜
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林田　実 議員

問　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
交
付
金
は
、

住
民
が
主
役
で
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

交
付
金
の
算
定
に
は
地
区

の
人
数
が
関
係
す
る
。
人

口
の
多
い
地
区
ほ
ど
手
厚

い
予
算
と
な
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。

　

合
併
か
ら
８
年
が
経
過

す
る
中
、高
齢
化
が
進
み
、

高
齢
化
率
50
％
以
上
が
16

地
区
あ
る
。
若
い
人
が
少

な
く
、
高
齢
化
率
の
高
い

地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り

さ
え
困
難
を
極
め
て
い
る
。

　

日
々
変
化
す
る
地
域
の

環
境
や
状
況
に
合
う
よ

う
、
今
以
上
に
均
衡
性
が

保
て
る
予
算
配
分
の
見
直

し
は
で
き
な
い
か
。

答
遠
藤
企
画
財
政
課
長

　

町
内
13
協
議
会
の

申
請
に
よ
り
支
出
す
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
分

と
町
内
81
の
区
自
治
会
に

交
付
す
る
活
性
化
活
動
事

業
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

21
年
度
に
活
動
事
業
分

を
大
き
く
見
直
し
、
世
帯

数
に
１
，８
０
０
円
を
掛

け
た
金
額
を
13
協
議
会
に

配
分
し
て
い
る
。

　

区
長
協
議
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
要
綱
の
改
正

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
議
会
報
告
会
で
出

た
意
見
を
紹
介
す
る
。

○�

旭
地
域
の
道
路
は
大
半

を
町
道
が
占
め
て
い

る
。
地
域
、
地
区
で
の

町
道
、
生
活
道
の
維
持

管
理
が
年
々
困
難
に
な

っ
て
い
る
。

○�

大
垪
和
地
区
で
は
、
高

齢
化
が
進
み
、
道
路
管

理
が
極
め
て
困
難
に
な

っ
て
お
り
、
な
ん
と
か

行
政
で
管
理
し
て
も
ら

え
な
い
か
。

○�

柵
原
地
域
で
は
、
地
区

の
奉
仕
作
業
に
80
歳
ま

で
の
参
加
を
義
務
づ
け

て
い
る
地
区
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
意
見
も
悲
鳴

に
近
い
よ
う
に
感
じ
た
。

　

地
元
で
の
管
理
が
困
難

な
町
道
な
ど
に
つ
い
て

は
、
行
政
が
管
理
す
る
時

期
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

高
齢
化
が
進
み
、

作
業
中
の
け
が
も
心
配
さ

れ
る
。

　

来
年
度
か
ら
草
刈
り
以

外
で
も
地
区
の
行
事
に
関

係
す
る
け
が
な
ど
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
る
保
険
を
か

け
る
。

　

行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
き
ず
な
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
も
目
的
で
あ
る
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
制
度

が
実
情
に
合
わ
な
い
面
も

出
て
き
て
い
る
。

　

区
長
会
で
、
今
後
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
や
活
性

化
事
業
を
ど
の
よ
う
に
や

っ
て
い
こ
う
か
と
議
論
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
見
守

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

区
長
会
で
、
高
齢
化
率

な
ど
を
考
慮
し
た
事
業
費

を
つ
け
た
ら
ど
う
か
と
い

う
意
見
も
出
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
の
見
直
し
は

協
議
し
な
が
ら

要
綱
改
正
を
進
め
る

質問

答弁

区長協議会で議論を！



24美咲町議会だより  No.34  ＜2013.11＞

一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

問　
８
月
５
日
、
旭
地

域
を
中
心
に
局
地
的

な
豪
雨
が
あ
り
、
家
屋
、

農
地
、
道
路
、
河
川
等
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
道
路
・
家
屋
な
ど
の

危
険
個
所
は
町
と
し
て
把

握
し
て
い
る
か
。

　

早
急
な
復
旧
を
望
む

が
、
災
害
復
旧
に
は
多
大

な
予
算
と
時
間
を
要
す

る
。
災
害
の
未
然
防
止
策

と
し
て
急
傾
斜
地
の
補
助

事
業
に
当
て
は
ま
ら
な
い

地
域
（
民
家
が
点
在
し
て

い
る
地
域
）
に
は
、
が
け

地
崩
壊
対
策
事
業
を
町
独

自
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

本
町
の
地
形
は

急
き
ゅ
う
し
ゅ
ん
峻
な
所
が
多
く
、
町
費

で
す
べ
て
に
対
応
は
で
き

な
い
。
国
、
県
の
施
策
の

中
で
、
町
が
補
助
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

問　
全
国
で
は
、
が
け

地
崩
壊
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

が
多
く
あ
る
。

　

金
沢
市
で
は
、
補
助
率

２
分
の
１
で
60
万
円
ま
で
。

横
浜
市
は
、
３
分
の
１
で

２
０
０
万
円
ま
で
な
ど
。

　

ま
ず
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
し
て
事
業

実
施
を
。

答
定
本
町
長

　

ま
ず
は
、
調
査
・

研
究
し
た
い
。

問　
県
独
自
の
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
が
７
月

に
公
表
さ
れ
た
。
本
町
の

結
果
に
、
関
係
者
、
町
民

と
も
に
衝
撃
を
受
け
た
。

テ
ス
ト
の
結
果
だ
け
で
学

力
は
評
価
で
き
な
い
が
、

県
平
均
と
か
な
り
差
が
あ

る
の
は
問
題
だ
。

　

ま
た
、
８
月
に
全
国
学

力
テ
ス
ト
が
都
道
府
県
別

で
公
表
さ
れ
た
。
本
町
の

結
果
お
よ
び
今
後
の
学
力

向
上
対
策
は
。

答
泉
教
育
長

　

県
の
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
で
は
、
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
た
。
全
国

学
力
テ
ス
ト
で
、
小
学
校

は
県
内
の
上
位
だ
が
、
中

学
校
は
厳
し
い
結
果
で
あ

る
。

　

本
年
度
は
、
外
部
講
師

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
学

力
向
上
推
進
連
絡
協
議
会

を
開
催
し
、
授
業
改
革
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町

独
自
の
テ
ス
ト
の
実
施
、

み
さ
き
テ
レ
ビ
の
活
用
、

さ
ら
に
試
行
的
に
百
ま
す

計
算
も
取
り
入
れ
、
広
く

学
習
習
慣
の
定
着
を
図
り

た
い
。

問　
23
年
度
に
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
国
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　

①
美
咲
町
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
の
策
定
は
。

　

②
国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　

③
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
へ
の
支
援
策
は
。

　

④
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
山
下
生
涯
学
習
課
長

　

①
ス
ポ
ー
ツ
基
本

計
画
は
、
美
咲
町
振
興
計

画
の
中
で
掲
げ
て
い
く
。

　

②
今
後
は
、
体
力
づ
く

り
だ
け
で
は
な
く
、
町
民

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努

め
た
い
。

　

③
各
団
体
の
自
主
性
を

尊
重
し
連
携
を
深
め
、
可

能
な
限
り
の
支
援
を
行
い

た
い
。

　

④
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

は
、
皆
さ
ん
の
要
望
・
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

松島　啓 議員

が
け
地
崩
壊
対
策
で

災
害
の
未
然
防
止
を

ま
ず
は
調
査
・研究

し
た
い

質問

答弁

学
力
向
上
の
対
策
は

町
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
計
画
は

レベルアップでめざせ国体‼
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一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

岡田　壽 議員

問　
人
口
減
少
、
少
子

化
対
策
に
は
結
婚
が

１
番
と
考
え
る
。

　

８
月
に
「
本
気
で
結
婚

推
進
事
業
」
が
開
催
さ
れ

た
。
結
果
と
今
後
の
進
め

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。答

山
本
産
業
観
光
課
長

　

こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
全
国
結
婚
相
談
セ

ン
タ
ー
と
仲
人
士
会
に
業

務
委
託
し
、
結
婚
希
望
者

の
仲
介
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
行
っ
て
い
る
。
今

回
、「
世
話
好
き
さ
ん
集
ま

れ
」
に
４
人
、「
親
の
た
め

の
応
援
講
座
」
で
は
２
人

の
相
談
を
受
け
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
計
画
や
１
泊
の
合

宿
な
ど
で
結
婚
推
進
を
図

る
。答

定
本
町
長

　

最
近
、
女
性
も
本

気
で
相
手
を
見
つ
け
よ
う

と
出
会
い
の
場
に
参
加
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

出
会
い
が
少
な
い
か
ら
結

婚
し
て
い
な
い
人
も
多

く
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い

の
場
を
積
極
的
に
作
っ
て

い
く
。

問　
ピ
オ
ー
ネ
の
輸
出

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

で
、
現
地
（
香
港
）
の
状

況
や
反
応
と
今
後
の
方
針

は
。答

山
本
産
業
観
光
課
長

　

ピ
オ
ー
ネ
の
出
荷

は
、
７
月
10
日
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
向
け
に
１
０
０
房
。

８
月
25
日
香
港
向
け
９
０

０
房
で
、
９
月
20
日
頃
ま

で
２
～
３
回
計
画
し
て
い

る
。

　

ピ
オ
ー
ネ
は
外
国
産
に

比
べ
て
大
粒
で
種
な
し
と

大
好
評
で
あ
っ
た
。今
後
、

価
格
、
流
通
手
段
を
検
証

し
、
来
年
に
備
え
た
い
。

答
定
本
町
長

　

香
港
で
は
、
色
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い
が
、
酸

味
が
な
く
と
に
か
く
甘
い

ブ
ド
ウ
が
好
ま
れ
る
。
ま

た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

色
が
黒
い
も
の
が
好
ま

れ
、
国
に
よ
っ
て
好
み
の

違
い
を
実
感
し
て
い
る
。

　

香
港
の
ス
ー
パ
ー
で

は
、
１
房
３
～
４
千
円
で

販
売
さ
れ
て
お
り
、
美
咲

町
産
を
Ｐ
Ｒ
し
、
儲
か
る

農
業
を
目
指
し
、
輸
出
を

続
け
て
い
く
。

問　
文
化
・
歴
史
の
伝

承
を
言
う
な
ら
、
言

葉
（
方
言
）
も
大
切
に
す

べ
き
で
あ
る
。
中
央
町
史

の
編
さ
ん
も
進
行
中
で
あ

る
。
方
言
を
教
え
る
、
伝

え
る
環
境
が
大
切
だ
。
ど

の
よ
う
な
対
応
が
考
え
ら

れ
る
か
。

答
泉
教
育
長

　

方
言
を
使
っ
た
会

話
は
一
番
心
が
通
じ
る
と

思
う
。

　

三
世
代
同
居
時
代
は
、

自
然
に
伝
わ
っ
て
い
た

が
、今
は
難
し
い
状
況
だ
。

　

地
域
行
事
な
ど
に
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
、
高
齢

者
や
異
年
代
の
人
と
話
す

こ
と
が
一
つ
の
方
法
。
方

言
に
絞
っ
て
学
校
で
教
え

る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

　

町
史
で
は
、
民
俗
編
の

中
で
、
独
特
な
方
言
の
記

録
が
さ
れ
る
と
思
う
。
町

史
を
活
用
し
て
、
小
学
校

の
副
読
本
な
ど
に
も
応
用

を
考
え
た
い
。

本
気
で
結
婚
推
進
事
業

の
展
開
は

出
会
い
の
場
を

積
極
的
に
つ
く
る

質問

答弁

ピ
オ
ー
ネ
輸
出

事
業
の
方
針
は

ど
う
立
て
る

方
言
を伝え

て
い
こ
う

香港でも売れています。「美咲のブドウ」
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総
務
常
任
委
員
会視

察
研
修
報
告

公
共
交
通
の
あ
り
方

福
祉
タ
ク
シ
ー
と
は

（
長
野
県
豊
丘
村
）

　

総
務
常
任
委
員
会
で

は
、
長
野
県
下
伊
那
郡
豊

丘
村
で
８
月
５
日
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
先
進
地
視
察

を
行
っ
た
。

　

豊
丘
村
は
、長
野
県
の

南
部
に
位
置
す
る
人
口
７
，

０
０
０
人
の
村
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
運
行
を
し
て
い
た
が
、

不
公
平
感
が
あ
る
の
で
は

と
の
意
見
が
あ
り
、
数
年

前
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

運
行
を
開
始
し
て
い
る
。

　

利
用
者
は
、
特
に
便
利

の
悪
い
山
間
地
域
の
73
歳

以
上
と
単
身
の
高
齢
者
な

ど
。
さ
ら
に
重
度
心
身
障

が
い
者
（
交
通
弱
者
）
が

利
用
し
て
い
る
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
シ
ス

テ
ム
は
、
登
録
し
た
住
民

に
カ
ー
ド
を
発
行
。
カ
ー

ド
を
提
示
し
た
利
用
者
は

片
道
７
０
０
円
の
負
担
で

利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

た
と
え
ば
、山
間
地
域

か
ら
役
場
ま
で
往
復
し
た

場
合
の
利
用
金
額
は
約
５
，

０
０
０
円
程
度
。こ
の
う
ち

の
１
，４
０
０
円
を
利
用
者

が
負
担
。
村
の
負
担
は
３
，

６
０
０
円
と
な
る
。

　

豊
丘
村
の
当
初
予
算
は

約
35
億
円
の
予
算
規
模
。デ

マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
い
た
時
は
、村
営
バ
ス

を
含
め
４
，０
０
０
万
円
の

支
出
で
あ
っ
た
が
、福
祉
タ

ク
シ
ー
に
変
更
し
た
後
は

２
，７
０
０
万
円
に
減
少

し
、
１
，３
０
０
万
円
の
経

費
削
減
と
な
っ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
高
齢

者
の
交
通
手
段
確
保
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
旭
地
域
は
高
齢
者

世
帯
が
多
く
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
導
入
を
早
急
に
検

議会では、総務・民生教育・産業建設の各常任委員会が検討を進めている諸課題に対する
知識向上を図るため、８月５日～７日に視察・研修を実施した。この内容について報告し
ます。

議会視察研修まちづくりに生かします

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
央
地
域
に
お
い
て

は
、
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

の
採
用
も
一
案
で
あ
る
。

　

柵
原
地
域
で
は
、
現
在

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
が
、
道
路
運

送
法
の
関
係
も
あ
り
、
十

分
な
検
討
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

　

今
後
、
本
町
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
な

協
議
を
行
い
た
い
。

民
生
教
育
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

き
め
細
か
な
受
診

勧
奨
と
健
康
指
導

（
長
野
県
松
川
町
）

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会

で
は
、
長
野
県
松
川
町
で

８
月
６
日
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

　

松
川
町
は
、
長
野
県
の

南
部
に
位
置
し
、
人
口
は

約
１
万
３
，６
０
０
人
、面

積
は
72
・
９
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。　

　

平
均
寿
命
日
本
一
の
長

野
県
の
中
で
、
町
村
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
平
均
寿

命
・
健
康
長
寿
を
誇
る
町

で
、
医
療
給
付
費
も
県
内

ト
ッ
プ
で
あ
る
。

　

松
川
町
の
健
康
づ
く
り

で
、特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

①�　

保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
全
戸
訪
問
事

業
。
こ
れ
は
、
少
な
い

人
員
で
あ
り
な
が
ら
、

徹
底
し
て
事
務
事
業
を

効
率
化
し
、
現
場
優
先

の
考
え
方
で
保
健
指
導

な
ど
行
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。

②�　

各
自
治
会
推
薦
に
よ

る
健
康
推
進
委
員
。

　

�　

自
治
会
役
員
が
中
心

と
な
っ
た
組
織
で
、
ほ

と
ん
ど
が
男
性
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

③�　

特
定
健
診
の
受
診
率

が
61
％
と
い
う
高
さ
。

④�　

健
康
を
考
え
る
集
会

の
実
施
。

⑤�　

消
防
団
員
を
対
象
と

豊丘村役場にて研修
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し
た
健
康
診
断
・
健
康

学
習
会
の
実
施
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

公
民
館
活
動
、
生
涯
学
習

活
動
が
以
前
か
ら
盛
ん
な

地
域
で
、
住
民
の
学
習
意

識
が
健
康
を
考
え
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
高
い
健
診
の
受

診
率
と
な
り
健
康
寿
命
、

平
均
寿
命
の
向
上
、
そ
し

て
医
療
給
付
費
の
抑
制
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
長
野
県
が
長
寿

県
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

①�　

野
菜
摂
取
率
の
高
さ

な
ど
食
生
活
の
改
善

②�　

高
齢
者
の
就
業
率
の

高
さ

③�　

医
療
機
関
の
連
携
な

ど
だ
そ
う
だ
。

　

本
町
も
健
診
の
受
診
率

向
上
に
努
力
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
成
果
が
出
て
い

な
い
。
今
後
、
松
川
町
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
、
さ
ら
に
き
め
細
か
な

受
診
勧
奨
、
若
い
世
代
か

ら
の
受
診
勧
奨
、
健
康
指

導
、
ま
た
多
く
の
住
民
が

参
加
で
き
る
健
康
を
考
え

る
会
の
実
施
な
ど
、
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

先
進
的
な

ゴ
ミ
収
集
方
法

（
岐
阜
県
多
治
見
市
）

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
検
討
課
題
で
あ
る
ゴ
ミ

収
集
方
法
に
つ
い
て
の
研

修
を
行
う
た
め
、
８
月
７

日
に
岐
阜
県
多
治
見
市
役

所
を
視
察
し
た
。

　

岐
阜
県
多
治
見
市
は
、

岐
阜
県
の
南
部
に
位
置
す

る
人
口
11
万
５
，０
０
０

人
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

　

名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
い

る
街
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
40
年
代
の
後
半
か
ら

郊
外
型
大
規
模
団
地
の
開

発
に
よ
る
人
口
の
増
加
に

伴
っ
て
ゴ
ミ
の
急
増
を
招

き
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
需

要
や
ゴ
ミ
処
理
費
用
が
増

大
し
て
い
っ
た
。

　

増
え
続
け
る
ゴ
ミ
の
処

理
に
対
し
て
、
ま
ず
考
え

ら
れ
た
の
が
ゴ
ミ
の
減
量

化
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
る
こ
と
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
。

　

こ
の
基
本
理
念
を
基
に

実
施
さ
れ
た
施
策
は

①�　

市
内
６
０
０
カ
所
に

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
。

②�　

缶
・
ビ
ン
・
紙
・
布

な
ど
の
ゴ
ミ
を
細
か
く

20
種
類
に
分
別
し
そ
れ

ぞ
れ
の
ト
レ
イ
を
配
置

す
る
。

③�　

分
別
さ
れ
た
ゴ
ミ
が

正
し
く
配
置
さ
れ
て
い

る
か
を
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
監
視
す
る
。

④�　

燃
や
す
ゴ
ミ
、
破
砕

ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ
ミ
の
３

種
類
は
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
。

⑤�　

指
定
ゴ
ミ
袋
は
大
・

中
・
小
の
３
種
類
の
み

作
製
。
燃
や
す
ゴ
ミ
だ

け
を
入
れ
る
。

⑥�　

「
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た

人
が
得
を
す
る
」
と
い

う
意
識
を
持
た
せ
る
た

め
ゴ
ミ
袋
の
値
段
は
１

枚
50
円
と
ベ
ラ
ボ
ー
に

高
い
。

⑦�　

こ
れ
ら
の
方
法
を
全

地
域
に
取
り
入
れ
る
前

に
モ
デ
ル
地
域
を
設
定

し
た
実
験
を
行
い
綿
密

な
準
備
を
実
施
す
る
。

⑧�　

制
度
実
施
に
際
し
て

は
３
カ
月
間
職
員
が
現

地
で
指
導
を
行
っ
た
。

　

本
町
も
資
源
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指

し
て
津
山
圏
域
資

源
循
環
施
設
組
合

に
参
加
し
新
ゴ
ミ

処
理
場
の
建
設
を

進
め
て
い
る
。

　

問
題
点
と
し
て

浮
か
ん
で
く
る
の

が
「
資
源
ゴ
ミ
の

分
別
へ
の
取
り
組

み
」「
回
収
の
方

法
」「
住
民
へ
の
周

知
と
協
力
依
頼
」

な
ど
で
あ
る
。

　

今
回
視
察
し
た

多
治
見
市
で
は
、

条
例
を
制
定
し
た

上
で
「
廃
棄
物
減
量
な
ど

推
進
審
議
会
」を
組
織
し
、

市
民
・
各
種
団
体
・
企

業
・
処
理
業
者
・
学
識
経

験
者
の
各
代
表
か
ら
意
見

を
募
り
、
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
毎
年
審
議
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
意

識
改
革
に
努
め
て
い
る
。

　

ゴ
ミ
処
理
方
法
の
変
革

を
目
前
に
控
え
た
本
町
に

お
い
て
も
現
時
点
か
ら
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。多治見市役所にて研修

松川町役場にて研修
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秋
の
取
り
入
れ
も
終
わ

り
、
文
化
祭
・
ス
ポ
ー
ツ
・

お
祭
り
と
秋
の
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
開
か
れ
、
楽
し
い

季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
第
２
回
議
会

報
告
会
を
全
地
域
５
カ
所

で
開
催
し
、
131
人
の
方
に

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重

な
ご
意
見
は
、
今
後
の
議

会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
広
報
委
員
会
で

は
全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
参
加
し
、
議
会
だ

よ
り
の
評
価
を
受
け
た
結

果
、
美
咲
町
は
100
点
中
80

点
と
い
う
良
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。
こ

れ
か
ら
も

皆
様
に
読

ん
で
い
た

だ
け
る
広

報
作
り
に

頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

（
金
谷
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

江
原
　
耕
司

編

後
集

記

飯岡花めぐりの会
町
内
の
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
い
サ
ー
ク
ル
、
ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ル
ー
プ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

　平成24年から活動を開始して、今年で２年
目を迎えます。

いつ頃から活動していますか

　年１回６月の第１土、日曜日に開催する「飯
岡花めぐり」に今年は、約300人の方に来てい
ただきました。他に、休耕田を利用した「花ば
たけ」作り、土生（はぶ）池の花壇の整備など
を行っています。

どんな活動をしていますか

　飯岡地区に住む50代から60代の花好きな女
性10人で楽しみながら活動しています。

メンバー構成は

　花が好きで自宅でガーデニングを趣味として
いた仲間が集まり、自宅の庭を開放して皆さん
に見ていただきたいと始めました。

活動を始めたきっかけは

　お互いに情報交換して自宅のガーデンを充実
させるとともに、６月の「花めぐり」に皆さん
に喜んで見ていただくことです。

楽しいことは何ですか

　来年の「飯岡花めぐり」に向けて、個々のガ
ーデン、休耕田の「花ばたけ」を充実させて地
域の皆さんに楽しんでもらいたいと考えていま
す。

これからの活動は

　自慢できる故郷にするために町全体を花いっ
ぱいにできる環境をつくってください。

議会に一言

花めぐりで すてきなめぐり逢いと感動を期待します

３回目に向け頑張って
まーす！町民の皆

さんこん
にちはサークル紹介

第17回


